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成 果 の 概 要 

 本校の本年度重点目標である「思いやりの心」を育てるために，「道徳の時間」「生徒

指導」「教員の指導力向上」「特色ある学校の取組」において成果を上げることができた

。「道徳の時間」や日常の「生徒指導」においては，東京学芸大学附属小金井小学校や大

阪教育大学附属天王寺小学校での取組，特に他校種との連携を生かした道徳の時間の在り

方について生かすことができた。「教員の指導力向上」においては，先進的な取組や考え

方を関連する文献から得ることができ，先に記述した「道徳の時間」や「生徒指導」に十

分に生かすことができた。また，「特色ある学校の取組」においては，先進校視察を通し

て幼小中の関連を生かした指導の在り方の情報を得ることができた。これは，旭川団地で

取り組んでいる「１２年道徳」を推進するためにも成果を得ることができた。  

成 果 の 公 表 の 状 況 

 特に「１２年道徳」において，本年度は幼小中において，教育課程に位置付けて実践するた

めに必要な条件整備を進めてきた。幼小中で共通した指導項目で道徳の指導を進めるのではな

く，あくまでも共通体験を事前・事後の活動として位置付け，教育課程の中に馴染ませていく

ことが重要であることから，各学校園の年間指導計画の中に踏まえられている状況をつくり，

学習環境の整備を進めた。幼稚園においては，道徳が存在せず，指導を活動の中で進めていく

ようになっているため，12 年道徳として一貫して進められるように教育課程を新たに作成した。 
上記資料を旭川団地で共有したこと，北海道教育委員会との連携事業における派遣時に紹介し

たこと，また，教育研究大会においてこのような取組を公表したことがあげられる。 
教育現場で活用可能な分野等 

「道徳」における幼小中連携における実践資料  
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